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趣
味
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
と
く
に
老
後

の
趣
味
は
大
切
で
、
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

を
作
る
に
あ
た
り
、
写
真
を
通
じ
て
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
特
に
重
視

し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
総
会
と
親
睦
会
の
開
催
、
春
季
と
秋
季
は
会

員
と
一
般
参
加
の
撮
影
お
よ
び
観
光
ツ
ア

ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
作
品
や

機
材
な
ど
の
批
評
は
せ
ず
、
聞
か
れ
た
ら

誠
意
を
も
っ
て
答
え
る
」
「
ク
ラ
ブ
の
和

を
大
切
に
す
る
」
な
ど
の
規
約
を
定
め
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
展
で
は
出
来
栄
え
に
と
ら
わ
れ
ず

に
気
軽
に
作
品
の
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

発
表
の
場
所
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
「
う
た

づ
海
ホ
タ
ル
」
で
２
回
、｢

こ
め
っ
せ｣

で

２
回
、
「
ユ
ー
プ
ラ
ザ
」
で
１
回
の
年
５

回
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
楽
し
み
に
は
「
準
備
の
楽
し
み
、

撮
る
楽
し
み
、
出
来
栄
え
の
楽
し
み
、
観

て
い
た
だ
け
る
楽
し
み
」
が
あ
り
ま
す
。

規
約
を
基
本
に
、
仲
間
た
ち
と
共
通
の
趣

味
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
健
康
寿
命
を
少

し
で
も
長
く
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
作
品
展

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

     

（
49
）
１
１
４
９

　
最
近
、
各
界
で
若
手
が
躍
進
を

し
て
驚
か
せ
て
い
ま
す
。
将
棋
界

で
は
、
歴
代
最
多
と
な
る
公
式
戦

29
連
勝
を
記
録
し
た
史
上
最
年
少

棋
士
、
中
学
３
年
生
の
藤
井
聡
太

四
段
。
陸
上
界
で
は
、
日
本
選
手

権
の
男
子
100
ｍ
と
200
ｍ
を
自
己
ベ

ス
ト
で
制
し
た
18
歳
の
サ
ニ
ブ
ラ

ウ
ン
・
ハ
キ
ー
ム
さ
ん
。
卓
球
界

で
は
、
世
界
選
手
権
の
男
子
個
人

で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た
中
学
２

年
生
の
張
本
智
和
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
頂
点
を
目
指
し
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
強
く
な
ろ
う
と
い
う
目
標
に
向

け
て
の
努
力
と
、
伸
び
伸
び
と
し

た
自
由
な
発
想
が
真
の
実
力
を
付

け
る
の
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。
　
　 

（
大
松
　
喜
次
郎
）

毎年好評の撮影と観光ツアーユープラザでの写真展

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 
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長
　
西
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祐
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副
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員
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黒
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青
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発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

み
な
さ
ん
の
声
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高
校
の
教
諭
を
退
職
し
た
後
、

宇
多
津
町
育
成
セ
ン
タ
ー
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
わ
り
、

15
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
宿
題
サ
ポ
ー
ト
と
ス

津谷　一雄さん

ポ
ー
ツ
教
室
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
育
成
セ
ン
タ
ー
が
高
学
年
を
対
象
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。
宿
題
サ
ポ
ー
ト
は
、
毎
週

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
放
課
後
に
校
内
の
空
き
教

室
を
利
用
し
て
実
施
し
て
お
り
、
指
導
者
は
、
宿
題
の

進
み
具
合
を
傍
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
教
室

は
、
宇
小
で
は
卓
球
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
北
小
で
は
卓

球
と
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
中
央
公
園
で
地
域
の

指
導
者
の
方
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
指

導
者
の
高
齢
化
で
、
寒
さ
や
暑
さ
の
厳
し
い
中
、
相
当

の
負
担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
、
子
ど
も

３
、
４
人
に
１
人
の
指
導
者
が
つ
く
必
要
が
あ
り
、
今

後
の
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
他
の
教
室
も
少
な
く

と
も
２
人
の
指
導
者
が
必
要
で
、

人
材
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
な
こ
と
に
育
成
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
の
14
年
ほ
ど
は
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
現
在
の
活
動
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

うたづ議会だより

た
な
ば
た 

お
楽
し
み
会
で
は
、

各
ク
ラ
ス
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
保
護
者
も

子
ど
も
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

Vol.22

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長

神
崎
日
出
雄
さ
ん

（

）

バドミントンの指導をする津谷さん

宇
多
津
幼
稚
園
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

議長・副議長あいさつ議長・副議長あいさつ

主　な　審　議　案　件

平成28年度宇多津町一般会計繰越明許費繰越計算書

平成28年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

宇多津町工場立地法の準則を定める条例の制定

宇多津町都市公園条例の一部を改正する条例

農業委員会委員の任命（池田　香代子氏）

農業委員会委員の任命（石川　浩氏）

農業委員会委員の任命（稲田　直樹氏）

農業委員会委員の任命（蛭子　一氏）

農業委員会委員の任命（大坂　秀美氏）

農業委員会委員の任命（谷川　英昭氏）

農業委員会委員の任命（宮本　政文氏）

農業委員会委員の任命（𠮷井　繁信氏）

人権擁護委員の推薦（宮﨑　孝一氏）
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認  

定

議

　
　案

同

　
　
　
　
　意

諮
問

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

平成29年度一般会計補正予算（第１号）
　世代間交流センターほか

年度をまたぐ事業の繰越し。
庁舎耐震改修工事や網の浦鍋
谷線の工事などが含まれる。

宮本　隆 副議長 柴村 賢三 議長 

　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
３
件
、

報
告
２
件
、
同
意
８
件
、
諮
問
１
件
を
委
員
会
付
託
す
る
な
ど
慎
重
に
審
議
し
て
、
原
案
を
す
べ
て

可
決
し
、
一
般
質
問
は
８
日
、
９
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
「
ア
ロ
ハ
議
会
」
と
し
て
会
期
中
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
ど
を
着
用
し
、
７
月
の

「
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
議
会
議
長
の
要
職
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄

で
す
が
、
大
変
な
重
責
の
念
で
一
杯
で

す
。
議
員
経
験
二
期
目
と
浅
く
、
浅
学

非
才
で
す
が
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
町

政
に
貢
献
で
き
る
よ
う
議
会
運
営
に
努

め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
　
第
２
回
定
例
会

お
も
な
内
容

「
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」解
体

　
「
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
所
。
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
の
子
育
て
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者

の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と
な
る
。
障
が
い
者
の
制
作
し
た
作

品
展
示
や
町
の
特
産
品
の
販
売
、
子
ど
も
食
堂
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
趣
味
や
娯
楽
も
楽
し
め
、
地
域
自
治

会
や
町
内
で
行
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
用
で
き
る
。

１
階
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
が
入
る
が
、
使

用
料
・
使
用
許
可
な
ど
の
手
続
き
は
保
健
福
祉
課
が
管
理

す
る
。

・
建
設
費
な
ど
の
予
算
は
設
計
・
建
設
・
解
体
費
な
ど
、

　
２
億
７
５
０
０
万
円
（
内
訳
　
国
の
補
助
　
９
８
５
０
万
円

　
町
債 

８
８
６
０
万
円
　
一
般
財
源  

８
７
９
０
万
円
）

・
着
工
　
平
成
29
年
８
月

・
完
成
は
平
成
30
年
３
月
の
予
定
。
そ
の
後
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
を
解
体
す
る
。
　
　
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
（
地
球
温
暖
化
対

策
事
業
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

９
７
２
万
円

　
公
共
事
業
の
設
備
の
う
ち
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
削
減

　
が
で
き
る
場
合
に
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❺
ペ
ー
ジ
）

定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
５
０
万
円

　
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
・
収
穫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ

　
せ
、
交
流
人
口
を
増
や
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

工
場
を
立
地
す
る
際
の
緑
地
面
積
の
割
合

　
工
場
を
立
地
す
る
際
、
緑
地
の
敷
地
に
対
す
る
割
合
を

　
宇
多
津
町
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
族
館
建
設
に
向
け
て
の
条
例
改
正

　
都
市
公
園
を
民
間
事
業
者
に
施
設
設
置
な
ど
の
許
可
を

　
す
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
補
償
金
を
求
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

　
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
子
育
て
支
援
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の

社
会
保
障
問
題
、
ま
た
、
自
然
災
害
に
備
え
て
の
防
災
対
策
な
ど
住

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
、
我
が
町
の
発
展
を
見
据
え
な
が
ら
全
力
で

取
り
組
み
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
が
住
民
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
よ
う
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
２
、
３
年
で
、
宇
多
津
町
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
副
議
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
が
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
議

長
を
支
え
、
議
員
各
位
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
議
会
の
ま
と
め
役
を
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
半
ば
の
議
会
改
革
や
議
会
の
活
性
化
、
議
会
の
資
質
向

上
を
押
し
進
め
、
宇
多
津
町
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
と
し
て
生
き
残
っ

て
行
く
た
め
の
子
育
て
支
援
・
定
住
促
進
・
介
護
福
祉
支
援
・
新
都

市
の
再
活
性
化
・
古
街
の
交
流
に
ぎ
わ
い
な
ど
の
拠
点
施
設
・
南
部

の
住
居
地
や
公
園
の
整
備
を
進
め
る
よ
う
、
実
現
に
向
け
議
会
人
と

し
て
真
直
ぐ
ひ
た
向
き
に
歩
む
こ
と
を
、
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

世代を超えた“ふれあいの場
所”ができます



2宇多津町議会だより No.643 宇多津町議会だより No.64

本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）
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西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港
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８
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催
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２
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８
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。
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ハ
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」
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。
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献
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❹
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委
員
会
審
議

委
員
会
審
議

世代間交流センターの建設

アロハナイトの出店数

まちづくり課

世代間交流センター

水族館建設で条例改正

地域整備課

二酸化炭素削減へ

住民生活課

カーボン・マネジメント
Q　環境省の推し進める二酸化炭素削
減の事業だが、国の補助金は出ない
のか。

A 　５月に申請をしているが、秋以降
に計画を立てる整備費が承認された
場合に補助金を受けることができる。
計画によって公共施設の冷暖房や照
明などが1/2負担で設置できる事業
である。

大束川への排水溝

保健福祉課・地域整備課

水道課

Q　川東雨水ポンプ場の大束川への排水
溝の地盤が悪いようだが、管理はどこ
か。強度調査をしてほしい。

　第63号で「広報モニター」を

募集したところ、５名の方の応

募がありました。７月３日に委

嘱式を行い、１年間ご意見をお

寄せいただきます。

　宇多津町議会では、毎年広報

研修などに参加しています。今

後は読者代表でもあるモニター

のご意見も参考にしていきます。

　７月に東京の町村議員会館で広報研修会があ
り、「議会だより63号」を講師にチェックして
いただきました。評価されたことは継続し、指
摘されたことは今月号から取り入れています。
行政用語は聞き慣れないものも多いので、わか
りやすく解説していきます。

A　ポンプ場から川への排水溝は町の管
理である。大型車も通り25年が経つ
ので確
認をし
てみる。

川東雨水ポンプ場

1 ページずつチェックいただいた
議長から委嘱状が手渡された

今年は県内外の25 団体650 人がフラを踊った

委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー

  （
◎
は
委
員
長
、〇
は
副
委
員
長
）

　総
務
建
設
常
任
委
員
会

　◎
大
松

　喜
次
郎

　〇
濵
中

　保
夫

　
　大
黒

　一
也

　
　柴
村

　賢
三

　
　青
木

　義
勝

　教
育
民
生
常
任
委
員
会

　◎
西
本

　祐
子

　〇
井
上

　弘
治

　
　港

　一
紫

　
　宮
本

　隆

　
　藍
川

　佳
津
樹

　議
会
運
営
委
員
会

　◎
濵
中

　保
夫

　〇
港

　一
紫

　
　井
上

　弘
治

　
　西
本

　祐
子

　
　大
松

　喜
次
郎

　議
会
広
報
特
別
委
員
会

　◎
西
本

　祐
子

　〇
大
黒

　一
也

　
　井
上

　弘
治

　
　大
松

　喜
次
郎

　
　青
木

　義
勝

委員会審議委員会審議

広報モニター委嘱式
わかりやすい広報を目指します　

Q 　今年は県の交流促進事業の補助が
あるが、目新しいことをするのか。

A 　 PRの効果もあり、フラダンスチ
ームの応募が増えている。出店が少
ないので、増やしたい。

Q 　都市公園条例の中に水族館建設の
保証金などの項目を追加する必要が
あるのか。

A 　３社との水族館基本協定書の中で
結果として、預託金をいただくよう
になった。公園法の中にしっかり書
くようにして明確化した。

Q 　和室はあるのか。高齢者も集まる
ので、日本文化を残しつつの配慮を。

A 　福祉センターの和室を畳からフロ
ーリングに替えた経緯があり、畳は
考えていない。

Q 　イベントの時にトイレの使用がで
きるようにしてほしい。

A 　管理用シャッターを取り付けてい
るので、おひなさんなどのイベント
時には、今まで通り使えるようにす
る。

Q 　どこが管理をするのか。使用料と
施設の活用内容は。

A 　施設の管理は保健福祉課がする。
社会福祉協議会、自治会、老人クラ
ブなどと協議して有効活用を考えて
いきたい。会議室などで使用料をい
ただく。

Q 　調理室がないが。

A 　「認知カフェ」として使用してい
る旧「古街プラザ」を渡り廊下でつ
なぎ、活用する。「子ども食堂」な
ども実施したい。

・予算を家計簿にしたのはわかりやすい。
・住民参加のページはとても良い。
　シリーズ物は続けること。
・わかりにくい言葉の説明は吹き出しで。
・ひとつの文は長すぎる。
・議員の感想をもっと入れると良い。
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広報モニター委嘱式
わかりやすい広報を目指します　

Q 　今年は県の交流促進事業の補助が
あるが、目新しいことをするのか。

A 　 PRの効果もあり、フラダンスチ
ームの応募が増えている。出店が少
ないので、増やしたい。

Q 　都市公園条例の中に水族館建設の
保証金などの項目を追加する必要が
あるのか。

A 　３社との水族館基本協定書の中で
結果として、預託金をいただくよう
になった。公園法の中にしっかり書
くようにして明確化した。

Q 　和室はあるのか。高齢者も集まる
ので、日本文化を残しつつの配慮を。

A 　福祉センターの和室を畳からフロ
ーリングに替えた経緯があり、畳は
考えていない。

Q 　イベントの時にトイレの使用がで
きるようにしてほしい。

A 　管理用シャッターを取り付けてい
るので、おひなさんなどのイベント
時には、今まで通り使えるようにす
る。

Q 　どこが管理をするのか。使用料と
施設の活用内容は。

A 　施設の管理は保健福祉課がする。
社会福祉協議会、自治会、老人クラ
ブなどと協議して有効活用を考えて
いきたい。会議室などで使用料をい
ただく。

Q 　調理室がないが。

A 　「認知カフェ」として使用してい
る旧「古街プラザ」を渡り廊下でつ
なぎ、活用する。「子ども食堂」な
ども実施したい。

・予算を家計簿にしたのはわかりやすい。
・住民参加のページはとても良い。
　シリーズ物は続けること。
・わかりにくい言葉の説明は吹き出しで。
・ひとつの文は長すぎる。
・議員の感想をもっと入れると良い。
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コンパクトタウン議会サミット  in 七ヶ浜コンパクトタウン議会サミット  in 七ヶ浜

３つの分科会では活発な意見交換がなされた

村井嘉浩宮城県知事も
忙しい中、駆け付けて
挨拶された

大町睦夫七ヶ浜町議会議長

開会式は、地元の和太鼓チームの
力強い演奏で始まった

寺澤薫七ヶ浜町長

国際村で活動する劇団「ＮaＮa☆５９３１」の子どもたち
な      な           こ   く   さ   い

「切り土」に建てられた高台の住宅団地

《基調講演》「七ヶ浜における津波 そして復興」
　七ヶ浜町では地震発生から１時間５分後に
4.5ｍの防潮堤を超える最大12ｍの津波が襲
来し、町内の死亡者は111人、浸水面積は36
％でした。当時、役場の課長であった寺澤町
長が自らの体験に基づいて講演されました。

ガソリン不足と『被災ごみ』の処分
　まずは、給水、食料、ガソリンが不足しま
した。ガソリンが無いと救助や物資の輸送、
がれきの撤去活動に支障をきたします。ボラ
ンティアは延べ８万人に上りましたが、主に
がれきの撤去をしてもらいました。幸い『被
災ごみ』を持ち帰って処分してくれる自治体
があり、とても助かったそうです。また、交
通手段を確保するためにバス５台を巡回させ
ました。

被災した土地の利用
　プレハブ仮設住宅が完成するのには100
日かかりました。その後、被災地を買い上
げ、好条件で高台に住宅建築ができるよう
にしました。現在は被災地を津波防災緑地
や潮害防備保安林とし、海苔生産共同利用
施設10棟や町水産振興センターを完成さ
せています。

　七ヶ浜町の復興が早いのは、町の特性
を生かし、住民との意見交換や周知、意
思の疎通などがうまく運び、共に取り組
んだ結果であると感じました。

　「コンパクトタウン議会サミット」は全国の面積の小さな
町（およそ15㎢以下）が集まって、お互いの課題について
話し合うもので、宇多津町議会の呼びかけで始まりました。
７回目を迎える今回は全国各地の12議会から86名が参加し、
東日本大震災の被災地での初開催となりました。参加議会の
中には震災後、お互いに災害協定を結んでいるところもあり
ます。今回も七ヶ浜町議会議員が一丸となって準備を進め、
町を挙げての開催となり、サミットの存在感と広がりを見せ
ました。

地元の新聞にも

紹介されました

「避難所開設から仮設住宅までの課題」

「災害時における議会と議員の役割」

①町全体が小さく、土地がないというのが
　一番の悩み。みなし仮設住宅の利用や広
　大な土地を所有している企業などとの協
　定も視野に入れる。
②用地の権利を調べておく。
③学校などを使用した場合、授業再開
　に支障をきたすのでは。

①議員や議会が人の目につく活動をすると、
　行政の邪魔をする結果になるのでは。
②議員も住民として災害に対応し、安否確認、
　情報収集などの行政との連絡役になる。
③災害などで現地に行く場合、公務災害にな
　るのか。
④災害が発生する時間によって対応が変わっ
　てくる。
⑤災害時の議員の役割を申し合わせておく。
⑥担当地域を決め、２名以上で行動する。

「ボランティア活動と心のケア」

①心のケアは被災者が自分で行動しようと
　してから始まる。
②ボランティアの受け入れは社会福祉協議
　会が請け負うことが多いので、研修や訓
　練が必要。
③まずは被災者の生の声を聴いてからニー
　ズに応える。
④避難所は自主運営する。
⑤議員は復旧作業の妨げにならないよう、
　初動活動にあたる。
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問一
般
質
問

中
村
総
務
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

　
　
①
土
地
開
発
公
社
の
持
つ

土
地
は
、
将
来
町
の
政
策
に
活

用
す
る
目
的
で
先
行
取
得
し
た

も
の
で
あ
る
。
金
利
負
担
の
こ

と
も
あ
り
長
期
に
抱
い
て
お
く

こ
と
は
資
産
価
値
を
減
ず
る
た

め
、
早
い
機
会
に
町
で
買
い
取

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
公

社
の
持
つ
土
地
の
簿
価
（
買
取

時
価
格
）
と
実
勢
価
格
を
た
ず

ね
る
。

　
②
浜
二
番
丁
の
寄
贈
を
受
け

た
土
地
（
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
の

北
側
）
が
も
っ
た
い
な
く
も
長

期
放
置
の
姿
に
映
る
。
寄
贈
い

た
だ
い
た
方
（
故
人
）
の
ご
意

思
に
報
い
る
た
め
に
も
現
状
は

見
過
ご
せ
な
い
。
今
後
の
活
用

策
は
。 町

有
財
産
の
有
為
な
活
用

公
社
の
土
地
は
買
戻
し
に
努
め
て
い
る
／
総
務
課
長

藍川  佳津樹　議員

　
　
　
　
　
　
　①
公
社
の
土

地
は
宇
多
津
中
学
校
北
側
、
田

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
館
南
側
、

新
宇
夫
階
墓
地
東
側
で
あ
る
。

過
去
に
は
多
額
の
資
産
を
保
有

し
て
い
た
が
、
国
や
監
査
委
員

か
ら
経
営
健
全
化
推
進
の
指
摘

も
あ
り
、
買
戻
し
に
努
め
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　②
浜
二
番
丁
の
用
地
は
四
国

TSUTAYA北側の土地 宇多津中学校北側の土地

アウグストゥス像（参考）

　
　
　
　
　
　
　
　
　③
処
分

か
展
示
か
、
今
暫
く
時
間
を
頂

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

追跡調査追跡調査

マイナンバー制度は、
　　　　　　今・・・
マイナンバー制度は、
　　　　　　今・・・
　2016年1月からスタートしたマイナン
バー制度。マイナンバーカード（個人番号
カード）は、住民の申請により無料で交付
されるカードです。カードの表面には本人
の顔写真と氏名、住所、生年月日、性別が
記載されているので、本人確認のための身
分証明書として利用できます。また、カー
ドの裏面にはマイナンバーが記載されてい
るので、税・社会保障・災害対策の法令で
定められた手続きを行う際の番号が確認で
きます。 
　さて、宇多津町のマイナンバーカードの
交付枚数は平成29年５月末までで1294 
枚、人口18,465人に対する交付率は７％
です。全国の町村自治体の交付率も7.2%
と低迷しています。内閣府では、マイナン
バーカードのさらなる利用範囲の拡大に取
り組んでいます。そこで、今年秋から「マ
イナポータル」というサービスが順次提供
されます。

　
③
町
制
百
年
記
念
に
購
入
し

た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
像
が
、

10 
年
以
上
ユ
ー
プ
ラ
ザ
の
倉
庫

で
眠
っ
て
い
る
。
購
入
時
の
事

情
で
世
間
に
出
る
こ
と
が
は
ば

か
れ
て
き
た
が
、
処
分
す
る
か
、

展
示
し
て
陽
の
目
を
見
さ
せ
る

か
決
断
す
る
時
機
で
は
な
い
か
。

水
族
館
計
画
で
駐
車
場
候
補
地

の
可
能
性
が
出
て
い
る
が
、
協

力
し
う
る
も
の
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。

町政を問う

・非常事態での情報管理
・胃がん検診にピロリ菌血液検査の導入を

・高齢者の自転車事故防止
・オリジナル婚姻届の導入を

・来庁者用のヘルメット設置を
・スポーツ少年団の現状

・税の徴収率を上げる努力を
・広域避難所の準備は万全か

・学校図書館のさらなる整備充実を
・道路舗装補修計画が必要では

・学校での避難訓練の状況は

・アズマヒガンを青の山 山頂に
・災害時、避難所での盲導犬などの取扱い
・高齢者ドライバーの交通安全対策

・町財産の有為な活用
・老朽化した町営住宅用地の活用

（一般質問の件名）

西本　祐子

・新都市の上水道の管路の耐震化は
・イベント時での食器のリユースを
・公用車を青パト仕様に、その後

濵中　保夫

大松喜次郎

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

港　　一紫

井上　弘治

《マイナポータルで利用可能となるサービス》
　・　民間送達サービスとの連携
　　　行政機関や民間企業などからのお知らせを受け
　　　取ることができる。
　・　公金決済サービス
　　　マイナポータルのお知らせから、ネットバンキ
　　　ング（ペイジー）やクレジットカードでの公金
　　　決済が可能。
　・　自己情報表示（自分の情報）
　　　行政機関などが保有する自分の個人情報を検索
　　　して確認できる。
　・　サービス検索・電子申請（ぴったりサービス）
　　　子育てに関するサービスの検索やオンライン申
　　　請が可能に。
　・　情報提供などの記録表示（やりとり履歴）
　　　自分の個人情報を、行政機関同士がやりとりし
　　　た履歴を確認できる。

　今はまだ、確定申告や株式

などの口座の管理に使われる

くらい・・・。これからます

ます皆さんにとっても便利な

ことが増えていきます。ぜひ

早めに「マイナンバーカード」

の交付手続きをしましょう。
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（一般質問の件名）

西本　祐子

・新都市の上水道の管路の耐震化は
・イベント時での食器のリユースを
・公用車を青パト仕様に、その後

濵中　保夫

大松喜次郎

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

港　　一紫

井上　弘治

《マイナポータルで利用可能となるサービス》
　・　民間送達サービスとの連携
　　　行政機関や民間企業などからのお知らせを受け
　　　取ることができる。
　・　公金決済サービス
　　　マイナポータルのお知らせから、ネットバンキ
　　　ング（ペイジー）やクレジットカードでの公金
　　　決済が可能。
　・　自己情報表示（自分の情報）
　　　行政機関などが保有する自分の個人情報を検索
　　　して確認できる。
　・　サービス検索・電子申請（ぴったりサービス）
　　　子育てに関するサービスの検索やオンライン申
　　　請が可能に。
　・　情報提供などの記録表示（やりとり履歴）
　　　自分の個人情報を、行政機関同士がやりとりし
　　　た履歴を確認できる。

　今はまだ、確定申告や株式

などの口座の管理に使われる

くらい・・・。これからます

ます皆さんにとっても便利な

ことが増えていきます。ぜひ

早めに「マイナンバーカード」

の交付手続きをしましょう。
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問

浅
野
地
域
整
備
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

港　一紫　議員

　
　
　
　
高
齢
者
に
も
保
険
加

入
を
促
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
窓
口
で
の
各
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
声
掛
け
は
。

　
　
　
　
祝
福
の
記
念
撮
影
用

フ
レ
ー
ム
を
庁
舎
内
に
設
置
す

る
考
え
は
。

　
　
自
転
車
走
行
に
対
す
る
改

正
道
路
交
通
法
で
交
通
ル
ー
ル

が
定
め
ら
れ
た
が
、
未
だ
に
一

旦
停
止
、
周
囲
の
確
認
を
行
わ

ず
に
直
進
右
折
、
左
折
す
る
人

が
80
％
以
上
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
る
。
そ
れ
が
も
と
で
被
害

高
齢
者
の
自
転
車
事
故
防
止

実
施
に
向
け
調
査
研
究
す
る
／
住
民
生
活
課
長

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
の
導
入
を

３
年
分
の
在
庫
が
あ
り
、
今
は
考
え
て
い
な
い
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
高
齢
者
交
通

安
全
自
転
車
大
会
を
視
察
し
、

機
械
器
具
の
状
況
・
費
用
・
開

催
場
所
・
時
期
な
ど
を
確
認
し

た
の
ち
、
坂
出
警
察
署
と
各
団

体
と
の
調
整
を
図
り
実
施
に
向

け
、
調
査
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

開
催
時
に
は
保
険
加
入
を
す
る

が
、
個
々
の
保
険
加
入
は
開
催

時
の
中
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
、
別
名
エ

ド
ヒ
ガ
ン
。
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
は

樹
齢
２
０
０
０
年
を
超
え
る
と

言
わ
れ
る
神
代
桜
や
樹
齢
１
５

０
０
年
を
超
え
る
淡
墨
桜
な
ど

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
品
種
で
あ
る
。
先
日
、
岡
山

県
真
庭
市
に
あ
る
醍
醐
桜
を
目

に
し
て
醍
醐
桜
の
偉
大
さ
や
言

葉
に
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
た
。

　
　
宇
多
津
町
地
域
防
災
計
画

の
一
般
対
策
編
の
中
に
要
配
慮

者
対
策
計
画
が
あ
り
「
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
に

対
し
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
要
配

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
青
の
山 

山
頂
に

保
安
林
や
丸
亀
市
と
の
境
界
が
課
題
／
地
域
整
備
課
長

災
害
時
、
避
難
所
で
の
盲
導
犬
な
ど
の
取
扱
い

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
記
載
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
も
そ

の
圧
倒
的
な
迫
力
や
歴
史
ロ
マ

ン
溢
れ
る
桜
を
ぜ
ひ
観
て
み
た

い
と
思
う
。
青
の
山
山
頂
の
現

状
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
、
保
安

林
に
も
指
定
さ
れ
丸
亀
市
と
の

行
政
界
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
課
題
も
多
い
。
発
想
に
つ

い
て
は
私
自
身
、
賛
同
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
者

と
補
助
犬
が
一
緒
に
居
住
で
き

る
別
室
、
も
し
く
は
専
用
の
ス

アズマヒガン

大黒　一也　議員

慮
者
の
状
態
に
配
慮
し
た
体
制

を
整
備
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
避
難
所
に
お
け
る
盲
導

犬
な
ど
の
取
扱
い
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

宇
多
津
町
防
災
計
画
の
中
で
も

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
防

災
計
画
で
は
な
く
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
記
載
し
た

い
。

　
宇
多
津
町
の
青
の
山 

山
頂
に

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
植
樹
し
、
１

０
０
０
年
先
の
町
民
に
見
せ
た

い
と
思
っ
た
。
２
０
１
７
年
に

生
き
る
私
た
ち
か
ら
３
０
１
７

年
の
町
民
に
思
い
を
馳
せ
て
ア

ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
植
樹
し
て
は
ど

う
か
。

補
助
犬
の
取
扱
い
に
つ
い
て
明

記
し
て
は
い
か
が
か
。

者
、
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も

続
出
し
、
深
刻
な
問
題
に
な
り
、

全
国
的
に
も
講
習
会
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
町
で
交
通
マ
ナ
ー

や
安
全
な
乗
り
方
を
学
ぶ
講
習

会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
現
在
、
「
自
治
体
か
ら
結

婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
へ
の
祝
福
を
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
域
の
独

自
性
や
特
徴
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
独
自
の
婚
姻
届
を
作
成
す
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

町
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、

新
し
く
夫
婦
に
な
る
門
出
を
お

祝
い
し
、
町
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
が
つ
く
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

婚
姻
届
け
は
３
０
０
枚
程
度
在

庫
が
あ
り
、
年
間
１
０
０
枚
程

度
の
使
用
が
あ
る
た
め
、
３
年

間
は
使
用
で
き
る
状
況
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
が
、
本
年
度
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
す
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
と

こ
ろ
、
声
掛
け
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
各
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
声
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
部
で

検
討
し
な
が
ら
、
庁
舎
管
理
の

安
全
面
も
含
め
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

い
か
。
十
分
に
実
現
可
能
だ
と

思
う
が
。

で
、
現
様
式
は
掲
載
可
能
と
考

え
て
い
る
。
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問

浅
野
地
域
整
備
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

港　一紫　議員

　
　
　
　
高
齢
者
に
も
保
険
加

入
を
促
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
窓
口
で
の
各
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
声
掛
け
は
。

　
　
　
　
祝
福
の
記
念
撮
影
用

フ
レ
ー
ム
を
庁
舎
内
に
設
置
す

る
考
え
は
。

　
　
自
転
車
走
行
に
対
す
る
改

正
道
路
交
通
法
で
交
通
ル
ー
ル

が
定
め
ら
れ
た
が
、
未
だ
に
一

旦
停
止
、
周
囲
の
確
認
を
行
わ

ず
に
直
進
右
折
、
左
折
す
る
人

が
80
％
以
上
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
る
。
そ
れ
が
も
と
で
被
害

高
齢
者
の
自
転
車
事
故
防
止

実
施
に
向
け
調
査
研
究
す
る
／
住
民
生
活
課
長

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
の
導
入
を

３
年
分
の
在
庫
が
あ
り
、
今
は
考
え
て
い
な
い
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
高
齢
者
交
通

安
全
自
転
車
大
会
を
視
察
し
、

機
械
器
具
の
状
況
・
費
用
・
開

催
場
所
・
時
期
な
ど
を
確
認
し

た
の
ち
、
坂
出
警
察
署
と
各
団

体
と
の
調
整
を
図
り
実
施
に
向

け
、
調
査
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

開
催
時
に
は
保
険
加
入
を
す
る

が
、
個
々
の
保
険
加
入
は
開
催

時
の
中
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
、
別
名
エ

ド
ヒ
ガ
ン
。
ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
は

樹
齢
２
０
０
０
年
を
超
え
る
と

言
わ
れ
る
神
代
桜
や
樹
齢
１
５

０
０
年
を
超
え
る
淡
墨
桜
な
ど

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
品
種
で
あ
る
。
先
日
、
岡
山

県
真
庭
市
に
あ
る
醍
醐
桜
を
目

に
し
て
醍
醐
桜
の
偉
大
さ
や
言

葉
に
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
た
。

　
　
宇
多
津
町
地
域
防
災
計
画

の
一
般
対
策
編
の
中
に
要
配
慮

者
対
策
計
画
が
あ
り
「
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
に

対
し
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
要
配

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
青
の
山 

山
頂
に

保
安
林
や
丸
亀
市
と
の
境
界
が
課
題
／
地
域
整
備
課
長

災
害
時
、
避
難
所
で
の
盲
導
犬
な
ど
の
取
扱
い

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
に
記
載
す
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
も
そ

の
圧
倒
的
な
迫
力
や
歴
史
ロ
マ

ン
溢
れ
る
桜
を
ぜ
ひ
観
て
み
た

い
と
思
う
。
青
の
山
山
頂
の
現

状
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
、
保
安

林
に
も
指
定
さ
れ
丸
亀
市
と
の

行
政
界
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
課
題
も
多
い
。
発
想
に
つ

い
て
は
私
自
身
、
賛
同
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
者

と
補
助
犬
が
一
緒
に
居
住
で
き

る
別
室
、
も
し
く
は
専
用
の
ス

アズマヒガン

大黒　一也　議員

慮
者
の
状
態
に
配
慮
し
た
体
制

を
整
備
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
避
難
所
に
お
け
る
盲
導

犬
な
ど
の
取
扱
い
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

宇
多
津
町
防
災
計
画
の
中
で
も

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
防

災
計
画
で
は
な
く
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
記
載
し
た

い
。

　
宇
多
津
町
の
青
の
山 

山
頂
に

ア
ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
植
樹
し
、
１

０
０
０
年
先
の
町
民
に
見
せ
た

い
と
思
っ
た
。
２
０
１
７
年
に

生
き
る
私
た
ち
か
ら
３
０
１
７

年
の
町
民
に
思
い
を
馳
せ
て
ア

ズ
マ
ヒ
ガ
ン
を
植
樹
し
て
は
ど

う
か
。

補
助
犬
の
取
扱
い
に
つ
い
て
明

記
し
て
は
い
か
が
か
。

者
、
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も

続
出
し
、
深
刻
な
問
題
に
な
り
、

全
国
的
に
も
講
習
会
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
町
で
交
通
マ
ナ
ー

や
安
全
な
乗
り
方
を
学
ぶ
講
習

会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
現
在
、
「
自
治
体
か
ら
結

婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
へ
の
祝
福
を
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
域
の
独

自
性
や
特
徴
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
独
自
の
婚
姻
届
を
作
成
す
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

町
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、

新
し
く
夫
婦
に
な
る
門
出
を
お

祝
い
し
、
町
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
が
つ
く
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

婚
姻
届
け
は
３
０
０
枚
程
度
在

庫
が
あ
り
、
年
間
１
０
０
枚
程

度
の
使
用
が
あ
る
た
め
、
３
年

間
は
使
用
で
き
る
状
況
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
が
、
本
年
度
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
す
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
と

こ
ろ
、
声
掛
け
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
各
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
声
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
部
で

検
討
し
な
が
ら
、
庁
舎
管
理
の

安
全
面
も
含
め
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

い
か
。
十
分
に
実
現
可
能
だ
と

思
う
が
。

で
、
現
様
式
は
掲
載
可
能
と
考

え
て
い
る
。



1213

再
質
問

宇多津町議会だより No.64宇多津町議会だより No.64

問 問問

中
村
総
務
課
長

中
村
総
務
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

笠
井
税
務
課
長

谷
川
町
長

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

パーテーション
とは、段ボール
の間仕切りの
こと

　
　
　
　
職
員
か
ら
、
来
庁
者

用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
常
設
に
つ

い
て
提
案
や
意
見
な
ど
出
て
い

な
い
の
か
。

　
　
県
内
の
他
の
市
町
と
比
べ

る
と
、
宇
多
津
町
の
税
の
徴
収

率
は
低
い
。
特
に
滞
納
繰
越
分

は
昨
年
度
は
約
12
％
、
一
昨
年

度
は
約
９
％
と
、
け
た
外
れ
に

低
く
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
１
だ
っ

た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
徴
収
率

が
低
い
の
か
。
い
つ
も
「
税
の

公
平
性
」
を
言
わ
れ
て
い
る
が

税
の
徴
収
率
を
上
げ
る
努
力
を

今
後
も
町
税
未
納
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
／
税
務
課
長

広
域
避
難
所
の
準
備
は
万
全
か

耐
震
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
／
町
長

　
　
　
　
　
　
　
滞
繰
分
の
徴

収
率
が
特
に
低
い
要
因
は
、
特

定
の
高
額
納
税
者
の
未
納
額
が

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
仮
に
こ
の
案
件
が

な
か
っ
た
場
合
の
試
算
で
は
、

町
税
全
体
の
徴
収
率
は
県
内
市

町
の
平
均
値
を
上
回
り
、
滞
繰

分
の
み
で
も
県
内
町
の
平
均
値

を
上
回
る
。
現
在
、
こ
の
特
定

の
高
額
納
税
者
に
対
し
て
は
、

滞
納
税
の
一
部
に
つ
い
て
資
産

　
　
耐
震
工
事
が
無
事
に
終
わ

り
、
業
務
も
円
滑
に
で
き
て
お

り
一
安
心
。
職
員
の
避
難
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
来
庁
者

用
の
避
難
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
常

設
し
て
い
る
の
か
。
緊
急
事
態

発
生
時
、
来
庁
さ
れ
た
高
齢
者

や
乳
幼
児
連
れ
の
方
な
ど
町
民

の
安
全
を
ど
う
守
る
の
か
。

　
　
次
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
作
り
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
第
10
次
育

成
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

こ
で
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

数
の
推
移
は
。
ま
た
、
今
後
の

教
育
委
員
会
の
姿
勢
は
。

来
庁
者
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
設
置
を

設
置
に
向
け
て
検
討
す
る
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
耐
震
補
強
工

事
に
併
せ
落
下
の
恐
れ
の
あ
る

天
井
材
に
つ
い
て
も
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
る
。
来
庁
者
用

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
設
置
に
つ
い
て

は
、
避
難
行
動
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
観
点
か
ら
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
か
ら
も

意
見
が
あ
っ
た
。
来
庁
者
の
方

も
含
め
て
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
を
す
る
な
ど
、
自
分
の
身
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状

こ
こ
数
年
の
団
員
数
は
横
ば
い
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
数

年
の
団
員
数
は
横
ば
い
。
児
童

数
に
対
す
る
加
入
率
は
9.5
％
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
に

多
様
な
運
動
を
経
験
さ
せ
る
機

会
を
提
供
し
て
い
く
。

井上　弘治　議員西本　祐子　議員

　
　
　
　
加
入
率
は
県
内
で
一

番
低
い
。
団
員
増
強
、
活
動
充

実
を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
に

協
力
を
お
願
い
し
、
校
内
の
掲

示
板
に
入
団
募
集
の
案
内
を
掲

示
し
、
団
員
の
加
入
促
進
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
入
団
式
な
ど

に
つ
い
て
も
参
加
団
体
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
こ
そ「
不
公
平
」で
は
な
い

か
。

　
町
税
の
未
納
者
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。

を
差
押
え
し
た
上
で
納
付
を
促

し
て
い
る
。

　
町
税
の
未
納
者
に
対
し
て
は

香
川
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
も

連
携
し
て
滞
納
整
理
に
取
り
組

み
、
徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し

な
が
ら
町
税
未
納
額
の
縮
減
に

努
め
て
い
る
。

　
　
熊
本
地
震
で
は
車
中
避
難

が
目
立
っ
た
が
、
物
資
の
配
布

場
所
と
し
て
も
広
域
避
難
場
所

の
開
設
は
不
可
欠
。
各
学
校
の

体
育
館
の
安
全
性
の
確
認
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
広
域

避
難
所
で
は
女
性
や
小
さ
な
子

ど
も
へ
の
配
慮
が
必
要
で
、
体

育
館
以
外
の
場
所
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
も
考
え
て
お
く

べ
き
で
は
。
食
糧
は
今
年
度
中

　
　
　
　
　
５
か
所
（
宇
小
・

北
小
・
宇
中
・
町
民
体
育
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
）
の
施
設
は
、

新
耐
震
基
準
以
降
に
建
設
さ
れ

た
施
設
か
耐
震
改
修
工
事
を
実

に
備
え
る
と
う
か
が
っ
た
が
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
の
備
え
は
。

　
香
川
短
期
大
学
な
ど
と
の
連

携
は
。

施
し
て
お
り
耐
震
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
場
所
に

よ
っ
て
は
収
容
設
備
の
散
乱
や

ガ
ラ
ス
の
飛
散
な
ど
に
よ
り
危

険
が
内
在
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
災
直

後
に
は
安
全
点
検
を
す
る
必
要

性
も
あ
る
。
要
配
慮
者
の
避
難

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
学

校
施
設
で
は
授
業
に
影
響
が
少

な
く
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い

る
特
別
教
室
な
ど
を
使
用
し
た

い
。
備
蓄
物
資
は
今
年
度
中
に

揃
え
る
。

　
香
川
短
期
大
学
と
締
結
し
て

い
る
「
包
括
的
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
書
」
に
つ
い
て
は
、

災
害
予
防
や
災
害
時
の
応
急
対

策
業
務
な
ど
で
連
携
・
協
力
し

て
い
く
。

庁舎１階の来庁者用ヘルメット

自
分
で
守
っ
て
い
た
だ
く
。
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問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
学
校
で
の
避
難
訓
練
と
言

え
ば
、
決
ま
り
き
っ
た
単
純
な

訓
練
が
多
い
が
、
避
難
訓
練
は

目
的
意
識
を
持
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
何
を
学
ば
せ
る
か
を
明

確
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
学
校
で
の
訓
練
の
多
く
は
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
い
る
避
難
経

路
を
通
っ
て
、
み
ん
な
で
素
早

く
行
動
す
る
。
そ
の
行
動
ル
ー

ル
は
、
押
さ
な
い
・
走
ら
な
い

・
し
ゃ
べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な

い
、
こ
れ
は
団
体
行
動
の
規
範

で
あ
り
訓
練
の
目
的
で
は
な
い
。

　
火
災
時
の
避
難
は
急
ぐ
し
、

地
震
時
は
余
震
な
ど
が
あ
る
の

で
慎
重
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
律
に
時
間
が
早
け

れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
小
中
学
校
・
幼
稚
園
に
つ

い
て
、
各
学
校
・
園
ご
と
に
１

年
間
に
何
回
訓
練
し
て
い
る
の

か
。
訓
練
の
内
容
を
で
き
る
だ

学
校
で
の
避
難
訓
練
の
状
況
は

児
童
生
徒
に
も
目
的
意
識
を
持
っ
て
実
施
／
教
育
次
長

基
幹
管
路
を
優
先
し
、
順
次
更
新
し
て
い
く
／
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
訓
練
の
た
め

の
訓
練
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

い
ざ
と
言
う
時
に
役
立
た
な
い
。

児
童
生
徒
に
も
目
的
意
識
を
持

っ
て
実
践
に
近
い
形
で
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　
中
学
校
は
年
３
回
、
大
規
模

地
震
・
火
災
を
想
定
。
宇
小
は

年
４
回
、
北
小
は
年
３
回
ど
ち

ら
も
、
不
審
者
の
校
内
侵
入
や

自
然
災
害
を
想
定
し
て
の
引
渡

し
訓
練
。
幼
稚
園
は
年
６
回
、

大
規
模
地
震
や
火
災
訓
練
を
実

施
。
す
べ
て
に
共
通
し
て
行
っ

て
い
る
の
は
、
11
月
の
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か

指
導
し
て
い
る
。

　
　
新
都
市
は
、
１
９
７
７
年

(

昭
和
52
年)

に
宇
多
津
塩
田
土

地
区
画
整
理
事
業
計
画
が
認
可

さ
れ
１
９
９
１
年(

平
成
３
年)

に
竣
工
。

　
竣
工
か
ら
27
年
が
経
過
し
基

幹
管
路
の
耐
震
化
と
耐
震
化
計

画
を
う
か
が
い
た
い
。

新
都
市
の
上
水
道
の
管
路
の
耐
震
化
は

濵中  保夫　議員宮本　隆　議員

　
　
　
　
各
学
校
の
訓
練
の
時

に
、
校
区
内
の
地
域
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
意
見
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
学
校
側
に
伝
え
、

地
域
の
協
力
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
今
は
学
校
主

導
で
あ
る
が
、
生
徒
会
な
ど
が

自
主
的
に
で
き
る
の
か
を
考
え

学
校
側
に
伝
え
た
い
。

　
　
　
　
児
童
生
徒
が
自
主
的

に
訓
練
を
計
画
し
、
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
全
体
の
基

幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
、
37.1
％

で
あ
る
。
今
ま
で
耐
用
年
数
に

達
し
て
い
な
い
の
で
布
設
替
え

が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
基
幹

管
路
を
優
先
し
、
今
後
と
も
老

朽
化
・
耐
震
化
計
画
に
つ
い
て

は
、
重
要
課
題
と
し
て
順
次
更

水道メーター

リユース容器を使ったイベント

北小の引き渡し訓練
担任が引き取り者の顔を確認してから、子どもを引き渡す

新
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
計
画

的
に
進
め
て
い
く
予
定
。

環
境
に
配
慮
す
る
た
め
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
む
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
は
、
使
い
捨
て
容
器
の
使
用

が
主
流
で
あ
る
、
ご
み
を
減
ら

し
環
境
に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
す
る
た
め
食
器
を
リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
）
し
、
食
器
回
収
を

高
め
る
た
め
デ
ポ
ジ
ッ
ト
（
預

か
り
金
）
を
支
払
い
食
器
回
収

時
に
返
金
す
る
仕
組
み
は
可
能

か
。 イ

ベ
ン
ト
時
で
の
食
器
の
リ
ユ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ユ

ー
ス
の
容
器
は
、
イ
ベ
ン
ト
で

排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
中
で
割

合
の
大
き
い
紙
コ
ッ
プ
、
紙
皿

な
ど
の
使
用
を
抑
制
し
、
ご
み

排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
趣
旨
、
衛
生
面
、
経
費
と

の
兼
ね
合
い
の
中
で
、
環
境
に

配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ

う
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み

た
い
。

け
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
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ユ
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ベ
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ベ
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取
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。
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一
般
質
問

問

高
瀬
教
育
次
長

再
質
問

再
質
問

問

浅
野
地
域
整
備
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

問

高
瀬
教
育
次
長

　
　
南
海
ト
ラ
フ
等
被
災
時
は

自
治
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
サ
ー

バ
ー
の
ダ
ウ
ン
が
予
想
さ
れ
る

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト
の
利

用
は
考
え
て
い
る
の
か
。
大
震

災
や
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
な
ど
、

そ
の
機
能
と
利
用
を
問
う
。

　
ま
た
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
に
消
極
的
に
見
え
る
が
。

非
常
事
態
で
の
情
報
管
理

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
有
効
／
危
機
管
理
課
長

大松  喜次郎　議員青木　義勝　議員

ヤフーでは、協定を結べば自治体ホームペー
ジのキャッシュサイト（複製サイト）を作成
する。災害時にはアクセスが集中し、サーバ
に負担がかかる。キャッシュサイトに誘導す
ればアクセスを分散させ、不具合を防げる。

学
校
図
書
館
の
さ
ら
な
る
整
備
充
実
を

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
／
教
育
次
長

道
路
舗
装
補
修
計
画
が
必
要
で
は

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
適
切
に
修
繕
す
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
学
校
図
書
館
は
子
ど
も
た

ち
が
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

基
礎
的
な
力
や
人
間
性
を
育
て

る
た
め
に
「
読
書
・
学
習
・
情

報
セ
ン
タ
ー
」
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
第
５
次
学

校
図
書
館
図
書
整
備
５
か
年
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
も

教
育
連
携
５
か
年
計
画
の
情
報

交
換
部
会
に
「
読
書
指
導
部
会
」

を
置
き
、
学
校
図
書
館
の
充
実

や
読
書
活
動
の
活
性
化
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
教
科
に
必
要
な
も
の
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
活
用
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
購
入
リ
ス
ト
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
図
書
以
外
の
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
電
子
資
料
な
ど
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
拡
充
を
目
指
し
て

ほ
し
い
が
。

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
図
書
館
の

開
館
に
つ
い
て
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
部
会
で
検
討
さ
れ
た
内

容
が
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。
開
館

状
況
に
つ
い
て
は
、
土
日
は
施

設
の
管
理
面
や
生
徒
指
導
面
か

ら
し
て
い
な
い
。
長
期
休
暇
中

は
登
校
日
を
中
心
に
し
て
い
る
。

　
　
平
成
27
年
度
に
町
道
の
舗

装
劣
化
進
行
度
を
把
握
す
る
た

め
、
路
面
性
状
調
査
車
を
走
ら

せ
て
調
査
し
た
。

　
28
年
度
は
デ
ー
タ
分
析
結
果

に
よ
り
補
修
工
事
の
道
路
優
先

順
位
を
決
め
、
29
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

調
査
結
果
を
基
に
ど
ん
な
付
加

条
件
で
優
先
順
位
を
決
め
、
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
台

帳
を
基
に
、
機
械
的
調
査
が
可

能
な
車
道
幅
員
４
ｍ
以
上
の
路

線
を
主
に
調
査
対
象
と
し
て
抽

出
し
た
。

　
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
傷
み
具
合
の
評
価
）
の
可
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傷
み
具

合
に
つ
い
て
は
初
め
て
可
視
化

が
で
き
た
。
最
初
に
実
施
し
て

い
く
大
規
模
な
所
は
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
内
部
的
に
資
料
は
で

き
て
い
る
。
現
実
的
に
金
額
を

想
定
し
た
中
で
は
短
期
間
で
の

実
施
は
難
し
い
が
、
適
切
に
修

繕
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
優
先
順
位
を
付
け
て

長
期
補
修
計
画
を
公
表
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
計
画
性
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
震
災
で
は
お
湯
の
出

る
紙
コ
ッ
プ
自
販
機
が
活
躍
し

た
。
町
で
も
設
置
の
推
進
を
図

れ
。
ま
た
、
学
校
で
ミ
サ
イ
ル

避
難
訓
練
の
考
え
は
。

装
補
修
計
画
を
作
成
し
て
い
る

の
か
。

化
に
加
え
、
各
路
線
の
機
能
性
、

周
辺
環
境
、
事
業
な
ど
を
考
慮

し
つ
つ
、
大
規
模
な
修
繕
な
ど

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
路
線
を

優
先
的
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
は
有
効
と
考
え

る
。
業
務
継
続
計
画
で
非
常
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
地

震
で
は
、
応
急
支
援
物
資
の
供

給
協
定
を
結
ん
で
い
る
町
内
業

者
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

３
基
を
支
援
。
お
湯
が
出
る
こ

と
で
ラ
ー
メ
ン
や
味
噌
汁
を
供

給
で
き
感
謝
の
返
事
が
あ
っ
た
。

優
先
業
務
と
目
標
実
施
時
期
を

定
め
る
中
で
再
度
検
討
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト
の
協
定
内

容
は
、
避
難
勧
告
な
ど
情
報
の

掲
載
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
負

荷
を
軽
減
、
避
難
所
名
や
避
難

所
所
在
地
な
ど
情
報
の
ア
ッ
プ
、

自
治
体
災
害
情
報
ブ
ロ
グ
を
利

用
す
れ
ば
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
多
く
の
手
段
に
よ

る
情
報
発
信
は
重
要
な
の
で
内

容
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。

胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
血
液
検
査
の
導
入
を

特
定
検
診
に
加
え
る
に
は
判
定
後
の
行
動
が
課
題
／
健
康
増
進
課
長

　
　
胃
が
ん
は
部
位
別
の
罹
患

者
数
で
男
性
が
第
１
位
、
女
性

は
第
２
位
。
ま
た
最
近
の
研
究

に
よ
る
と
胃
が
ん
の
95
％
以
上

は
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ピ
ロ
リ

菌
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
町

の
考
え
と
、
町
の
特
定
健
診
に

追
加
が
で
き
な
い
の
か
。
ま
た

中
学
校
の
「
が
ん
教
育
」
の
中

で
、
ピ
ロ
リ
菌
血
液
検
査
な
ど

の
導
入
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
受

診
率
は
向
上
し
て
い
る
。
ピ
ロ

リ
菌
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
に
は
、
胃
カ
メ
ラ
を
使
う

方
法
で
３
つ
、
使
わ
な
い
方
法

災
害
時
の
お
湯
の
確
保
な
ど
さ

ら
に
研
究
し
た
い
。

　
ミ
サ
イ
ル
の
避
難
行
動
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
・
メ
ー
ル
・
屋
外
放
送

な
ど
緊
急
速
報
で
発
信
す
る
。

今
後
も
頑
強
な
建
物
へ
の
避
難

な
ど
広
報
誌
な
ど
で
周
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
の
訓

練
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
対
応

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
よ
り

学
校
に
伝
え
て
い
る
。

で
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の

４
つ
と
は
、
息
・
血
液
・
尿
・
便

と
検
査
す
る
対
象
が
違
う
だ
け

で
、
菌
の
有
無
を
検
査
す
る
上

で
信
頼
度
は
高
く
、
結
果
に
大

き
な
違
い
は
な
い
。
特
定
健
診

に
加
え
る
に
は
、
判
定
後
の
次

の
検
査
や
除
菌
へ
の
行
動
が
い

か
に
担
保
さ
れ
る
か
が
課
題
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
20
歳
以
下
の

保
菌
率
は
５
％
、
尿
検
査
な
ど

で
検
査
も
可
能
だ
が
、
除
菌
時

の
副
作
用
が
あ
る
と
聞
く
。
学

校
の
が
ん
教
育
の
中
で
中
川
先

生
の
意
見
も
い
た
だ
き
深
め
た

い
。



再
質
問

1617 宇多津町議会だより No.64宇多津町議会だより No.64

問一
般
質
問

一
般
質
問

問

高
瀬
教
育
次
長

再
質
問

再
質
問

問

浅
野
地
域
整
備
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

問

高
瀬
教
育
次
長

　
　
南
海
ト
ラ
フ
等
被
災
時
は

自
治
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
サ
ー

バ
ー
の
ダ
ウ
ン
が
予
想
さ
れ
る

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト
の
利

用
は
考
え
て
い
る
の
か
。
大
震

災
や
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
な
ど
、

そ
の
機
能
と
利
用
を
問
う
。

　
ま
た
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
に
消
極
的
に
見
え
る
が
。

非
常
事
態
で
の
情
報
管
理

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
有
効
／
危
機
管
理
課
長

大松  喜次郎　議員青木　義勝　議員

ヤフーでは、協定を結べば自治体ホームペー
ジのキャッシュサイト（複製サイト）を作成
する。災害時にはアクセスが集中し、サーバ
に負担がかかる。キャッシュサイトに誘導す
ればアクセスを分散させ、不具合を防げる。

学
校
図
書
館
の
さ
ら
な
る
整
備
充
実
を

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
／
教
育
次
長

道
路
舗
装
補
修
計
画
が
必
要
で
は

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
適
切
に
修
繕
す
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
学
校
図
書
館
は
子
ど
も
た

ち
が
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

基
礎
的
な
力
や
人
間
性
を
育
て

る
た
め
に
「
読
書
・
学
習
・
情

報
セ
ン
タ
ー
」
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
第
５
次
学

校
図
書
館
図
書
整
備
５
か
年
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
も

教
育
連
携
５
か
年
計
画
の
情
報

交
換
部
会
に
「
読
書
指
導
部
会
」

を
置
き
、
学
校
図
書
館
の
充
実

や
読
書
活
動
の
活
性
化
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
教
科
に
必
要
な
も
の
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
活
用
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
購
入
リ
ス
ト
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
図
書
以
外
の
Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
電
子
資
料
な
ど
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
拡
充
を
目
指
し
て

ほ
し
い
が
。

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
図
書
館
の

開
館
に
つ
い
て
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
部
会
で
検
討
さ
れ
た
内

容
が
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。
開
館

状
況
に
つ
い
て
は
、
土
日
は
施

設
の
管
理
面
や
生
徒
指
導
面
か

ら
し
て
い
な
い
。
長
期
休
暇
中

は
登
校
日
を
中
心
に
し
て
い
る
。

　
　
平
成
27
年
度
に
町
道
の
舗

装
劣
化
進
行
度
を
把
握
す
る
た

め
、
路
面
性
状
調
査
車
を
走
ら

せ
て
調
査
し
た
。

　
28
年
度
は
デ
ー
タ
分
析
結
果

に
よ
り
補
修
工
事
の
道
路
優
先

順
位
を
決
め
、
29
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

調
査
結
果
を
基
に
ど
ん
な
付
加

条
件
で
優
先
順
位
を
決
め
、
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
台

帳
を
基
に
、
機
械
的
調
査
が
可

能
な
車
道
幅
員
４
ｍ
以
上
の
路

線
を
主
に
調
査
対
象
と
し
て
抽

出
し
た
。

　
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
傷
み
具
合
の
評
価
）
の
可
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傷
み
具

合
に
つ
い
て
は
初
め
て
可
視
化

が
で
き
た
。
最
初
に
実
施
し
て

い
く
大
規
模
な
所
は
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
内
部
的
に
資
料
は
で

き
て
い
る
。
現
実
的
に
金
額
を

想
定
し
た
中
で
は
短
期
間
で
の

実
施
は
難
し
い
が
、
適
切
に
修

繕
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
優
先
順
位
を
付
け
て

長
期
補
修
計
画
を
公
表
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
計
画
性
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
震
災
で
は
お
湯
の
出

る
紙
コ
ッ
プ
自
販
機
が
活
躍
し

た
。
町
で
も
設
置
の
推
進
を
図

れ
。
ま
た
、
学
校
で
ミ
サ
イ
ル

避
難
訓
練
の
考
え
は
。

装
補
修
計
画
を
作
成
し
て
い
る

の
か
。

化
に
加
え
、
各
路
線
の
機
能
性
、

周
辺
環
境
、
事
業
な
ど
を
考
慮

し
つ
つ
、
大
規
模
な
修
繕
な
ど

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
路
線
を

優
先
的
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
は
有
効
と
考
え

る
。
業
務
継
続
計
画
で
非
常
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
地

震
で
は
、
応
急
支
援
物
資
の
供

給
協
定
を
結
ん
で
い
る
町
内
業

者
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

３
基
を
支
援
。
お
湯
が
出
る
こ

と
で
ラ
ー
メ
ン
や
味
噌
汁
を
供

給
で
き
感
謝
の
返
事
が
あ
っ
た
。

優
先
業
務
と
目
標
実
施
時
期
を

定
め
る
中
で
再
度
検
討
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト
の
協
定
内

容
は
、
避
難
勧
告
な
ど
情
報
の

掲
載
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
負

荷
を
軽
減
、
避
難
所
名
や
避
難

所
所
在
地
な
ど
情
報
の
ア
ッ
プ
、

自
治
体
災
害
情
報
ブ
ロ
グ
を
利

用
す
れ
ば
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
多
く
の
手
段
に
よ

る
情
報
発
信
は
重
要
な
の
で
内

容
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。

胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
血
液
検
査
の
導
入
を

特
定
検
診
に
加
え
る
に
は
判
定
後
の
行
動
が
課
題
／
健
康
増
進
課
長

　
　
胃
が
ん
は
部
位
別
の
罹
患

者
数
で
男
性
が
第
１
位
、
女
性

は
第
２
位
。
ま
た
最
近
の
研
究

に
よ
る
と
胃
が
ん
の
95
％
以
上

は
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ピ
ロ
リ

菌
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
町

の
考
え
と
、
町
の
特
定
健
診
に

追
加
が
で
き
な
い
の
か
。
ま
た

中
学
校
の
「
が
ん
教
育
」
の
中

で
、
ピ
ロ
リ
菌
血
液
検
査
な
ど

の
導
入
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
受

診
率
は
向
上
し
て
い
る
。
ピ
ロ

リ
菌
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
に
は
、
胃
カ
メ
ラ
を
使
う

方
法
で
３
つ
、
使
わ
な
い
方
法

災
害
時
の
お
湯
の
確
保
な
ど
さ

ら
に
研
究
し
た
い
。

　
ミ
サ
イ
ル
の
避
難
行
動
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
・
メ
ー
ル
・
屋
外
放
送

な
ど
緊
急
速
報
で
発
信
す
る
。

今
後
も
頑
強
な
建
物
へ
の
避
難

な
ど
広
報
誌
な
ど
で
周
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
の
訓

練
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
対
応

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
よ
り

学
校
に
伝
え
て
い
る
。

で
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の

４
つ
と
は
、
息
・
血
液
・
尿
・
便

と
検
査
す
る
対
象
が
違
う
だ
け

で
、
菌
の
有
無
を
検
査
す
る
上

で
信
頼
度
は
高
く
、
結
果
に
大

き
な
違
い
は
な
い
。
特
定
健
診

に
加
え
る
に
は
、
判
定
後
の
次

の
検
査
や
除
菌
へ
の
行
動
が
い

か
に
担
保
さ
れ
る
か
が
課
題
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
20
歳
以
下
の

保
菌
率
は
５
％
、
尿
検
査
な
ど

で
検
査
も
可
能
だ
が
、
除
菌
時

の
副
作
用
が
あ
る
と
聞
く
。
学

校
の
が
ん
教
育
の
中
で
中
川
先

生
の
意
見
も
い
た
だ
き
深
め
た

い
。
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あ
の
ひ
と
に
聞
き
た
い

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜
！

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
北小「三味線クラブ」

友
だ
ち
同
士
で

　
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　宇多津北小学校「三味線クラブ」は平成23年に発
足しました。現在は４年生から６年生までの８名が
クラブ活動の時間に練習しています。三味線が家に
ないので、クラブ活動の時間に集中して練習します。
毎年「うたづの町家とおひなさん」と全校集会で演
奏をしています。演奏会の前になると昼休みにも特
訓をするという熱の入れようです。
　三味線は持ち方、弾き方が大切です。姿勢を正し
くして両足を床につけて演奏します。バチを「叩く」
ようにすると大きな良い音が出るのです。来年の演
奏会に向けての練習はすでに始まっていました。

・
テ
レ
ビ
で
三
味
線
の
演
奏
を

　
見
て
　
　
　
　
　  

な
ぜ
、
始
め
た
の
？

・
ぜ
ひ
、
続
け
た
い

中
学
生
に
な
っ
て
も

続
け
た
い
？

・
肩
が
痛
く
な
る   

・
早
く
弾
く
こ
と    

・
重
た
い             

た
い
へ
ん
な
こ
と
は
？

大西 多江子さん住野 タヅ子さん

三味線クラブのメンバー

子どもたちの宿題サポート

田んぼの奥には住宅が立ち並んでいる

楽譜は「0,1,2,3」のように数字で表されています。
左手で弦を押さえ、右手でバチを叩きます。

　香川県内の小学校で
三味線クラブがあるの
は、北小だけです。だ
から、子どもたちには
自信を持ってほしいで
す。この活動を多くの
方々に知っていただき、
三味線に興味を持つ子
どもが増えることを願
っています。

　三味線クラブの始ま
りは「町家とおひなさ
ん」のイベントです。
商工会女性部で何か町
に賑わいを出せないか
と協議して、子どもに
三味線を弾いてもらう
ことになりました。そ
れが現在に至っていま
す。

尾上　蒼依（６年） 　林　　優花（６年）
喜田　明華（５年） 　久米　花林（５年）
松井　雅歩（５年）　 溝依　仁美（５年）
藤村　美羽（４年）　 三好　想奈（４年）

女性の活躍女性の活躍 あのひとに聞きたいあのひとに聞きたい
６月の「男女共同参画月間」にちなんで、期待の女性をご紹介します

　
う
ち
の
田

ん
ぼ
は
小
学

校
の
近
く
に

あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
小

学
生
の
下
校

時
に
、
頭
の

上
の
方
で
ひ
ば
り
が
鳴
い
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
光

景
を
見
た
時
に
、
こ
の
田
園
風

景
を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
最
近
は
高
齢

化
で
、
耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
き

た
の
で
、若
い
人
に
も
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
米
や
み
か
ん
な
ど
を
作
っ
て

い
ま
す
。
農
業
は
比
較
的
時
間

が
有
効
に
使
え
る
の
で
、
主
婦

業
と
も
両
立
で
き
ま
し
た
し
、

　
こ
の
度
、
４
月
よ
り
宇
多
津
町
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
に
な
り
ま
し
た
。

宇
多
津
小
学
校
で
の
在
職
中
は
、
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
日
々
楽

し
く
明
る
い
学
校
生
活
を
送
り
、
退
職

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
宇
多

津
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　　
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年
非
行
の

未
然
防
止
に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
や
関
連
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

補
導
活
動
で
は
、
64
名
の
指
導
員
の
方

の
協
力
の
も
と
、
登
下
校
時
の
巡
回
や

あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

池田　香代子 さん

網野　幸代 さん

　
い
つ
も
前
向
き
で
、
青
年
団
や
婦
人
会

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
池
田
さ

ん
は
、
町
内
初
の
女
性
農
業
委
員
に
ぴ
っ

た
り
の
方
。
宇
多
津
町
の
特
産
品
「
古
代

米
」
を
使
っ
た
飲
料
を
早
く
飲
み
た
い
で

す
。
お
話
を
聞
い
て
農
業
の
未
来
を
感
じ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
宿
題
の
お
母

さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
怒

る
時
は
真
剣
そ
の
も
の
。
長
年
の
教
諭

生
活
で
培
っ
た
教
育
手
法
で
、
子
ど
も

た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る･･･

。

そ
ん
な
網
野
さ
ん
の
指
導
に
、
乞
う
ご

期
待
。

町
内
初
の
女
性
所
長

町
内
初
の
女
性
所
長

　
児
童
の
放
課

後
の
居
場
所
づ

く
り
で
は
、
子

ど
も
教
室
や
児

童
育
成
ク
ラ
ブ

な
ど
た
く
さ
ん

の
児
童
が
参
加

し
て
い
ま
す
。地
域
の
方
々
が
支
援
に

携
わ
り
、活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　　
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
頑
張
る

姿
が
好
き
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
や

り
遂
げ
た
時
の
嬉
し
い
顔
を
見
て
い

る
と
、
な
ん
と
て
か
わ
い
い
。

　　
教
諭
時
代
に
は
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
休
日
に
は
健
康
の

た
め
に
、
と
に
か
く
体
を
動
か
し
て

い
ま
す
。

自
分
の
時
間
も
持
て
ま
す
。

　　
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
古
代
米
の

お
寿
司
や
お
は
ぎ
も
売
っ
て
い
ま
す
。

今
は
古
代
米
を
使
っ
た
飲
み
物
を
作
り

た
い
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
古
代

米
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含
ん
で
美
容

と
健
康
に
い
い
の
で
、
う
ま
く
い
っ
た

ら
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

　
知
人
の
勧
め
で
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」

の
連
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
あ
る
時
、

婦
人
会
の
大
会
で
、
メ
ン
バ
ー
25
人
が

｢

よ
さ
こ
い
踊
り｣
を
披
露
し
ま
し
た
。

派
手
な
衣
装
で
元
気
に
踊
る
楽
し
さ
に

魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
ま
で
続
け
て

い
ま
す
。
農
作
業
で
は
筋
力
も
付
き
ま

す
し
、暑
い
中
で
の
作
業
も
多
い
で
す
。

暑
い
時
期
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
夏
バ
テ
知

ら
ず
で
、
鳴
子
を
振
っ
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
に
田
園
風
景
を
残
す

　
仕
事
と
家
庭
の
両
立
も

美
容
と
健
康
に
い
い
加
工
品

農
作
業
で
鍛
え
た「
よ
さ
こ
い
」

　
教
員
の
経
験
を
生
か
し
て

地
域
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

な
ん
と
て
か
わ
い
い

休
日
は
体
を
動
か
す

⑭

町
内
初
の
女
性
農
業
委
員

町
内
初
の
女
性
農
業
委
員
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趣
味
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
と
く
に
老
後

の
趣
味
は
大
切
で
、
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

を
作
る
に
あ
た
り
、
写
真
を
通
じ
て
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
特
に
重
視

し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
総
会
と
親
睦
会
の
開
催
、
春
季
と
秋
季
は
会

員
と
一
般
参
加
の
撮
影
お
よ
び
観
光
ツ
ア

ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
作
品
や

機
材
な
ど
の
批
評
は
せ
ず
、
聞
か
れ
た
ら

誠
意
を
も
っ
て
答
え
る
」
「
ク
ラ
ブ
の
和

を
大
切
に
す
る
」
な
ど
の
規
約
を
定
め
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
展
で
は
出
来
栄
え
に
と
ら
わ
れ
ず

に
気
軽
に
作
品
の
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

発
表
の
場
所
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
「
う
た

づ
海
ホ
タ
ル
」
で
２
回
、｢

こ
め
っ
せ｣

で

２
回
、
「
ユ
ー
プ
ラ
ザ
」
で
１
回
の
年
５

回
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
楽
し
み
に
は
「
準
備
の
楽
し
み
、

撮
る
楽
し
み
、
出
来
栄
え
の
楽
し
み
、
観

て
い
た
だ
け
る
楽
し
み
」
が
あ
り
ま
す
。

規
約
を
基
本
に
、
仲
間
た
ち
と
共
通
の
趣

味
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
健
康
寿
命
を
少

し
で
も
長
く
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
作
品
展

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

     

（
49
）
１
１
４
９

　
最
近
、
各
界
で
若
手
が
躍
進
を

し
て
驚
か
せ
て
い
ま
す
。
将
棋
界

で
は
、
歴
代
最
多
と
な
る
公
式
戦

29
連
勝
を
記
録
し
た
史
上
最
年
少

棋
士
、
中
学
３
年
生
の
藤
井
聡
太

四
段
。
陸
上
界
で
は
、
日
本
選
手

権
の
男
子
100
ｍ
と
200
ｍ
を
自
己
ベ

ス
ト
で
制
し
た
18
歳
の
サ
ニ
ブ
ラ

ウ
ン
・
ハ
キ
ー
ム
さ
ん
。
卓
球
界

で
は
、
世
界
選
手
権
の
男
子
個
人

で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た
中
学
２

年
生
の
張
本
智
和
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
頂
点
を
目
指
し
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
強
く
な
ろ
う
と
い
う
目
標
に
向

け
て
の
努
力
と
、
伸
び
伸
び
と
し

た
自
由
な
発
想
が
真
の
実
力
を
付

け
る
の
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。
　
　 

（
大
松
　
喜
次
郎
）

毎年好評の撮影と観光ツアーユープラザでの写真展

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
大
松
喜
次
郎

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

み
な
さ
ん
の
声

2017
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女性の活躍「あのひとに聞きたい」
　　　        「北小 三味線クラブ」応援しょうでぇ～！ 19

18
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高
校
の
教
諭
を
退
職
し
た
後
、

宇
多
津
町
育
成
セ
ン
タ
ー
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
わ
り
、

15
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
宿
題
サ
ポ
ー
ト
と
ス

津谷　一雄さん

ポ
ー
ツ
教
室
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
育
成
セ
ン
タ
ー
が
高
学
年
を
対
象
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。
宿
題
サ
ポ
ー
ト
は
、
毎
週

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
放
課
後
に
校
内
の
空
き
教

室
を
利
用
し
て
実
施
し
て
お
り
、
指
導
者
は
、
宿
題
の

進
み
具
合
を
傍
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
教
室

は
、
宇
小
で
は
卓
球
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
北
小
で
は
卓

球
と
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
中
央
公
園
で
地
域
の

指
導
者
の
方
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
指

導
者
の
高
齢
化
で
、
寒
さ
や
暑
さ
の
厳
し
い
中
、
相
当

の
負
担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
、
子
ど
も

３
、
４
人
に
１
人
の
指
導
者
が
つ
く
必
要
が
あ
り
、
今

後
の
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
他
の
教
室
も
少
な
く

と
も
２
人
の
指
導
者
が
必
要
で
、

人
材
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
な
こ
と
に
育
成
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
の
14
年
ほ
ど
は
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
現
在
の
活
動
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

うたづ議会だより

た
な
ば
た 

お
楽
し
み
会
で
は
、

各
ク
ラ
ス
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
保
護
者
も

子
ど
も
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

Vol.22

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長

神
崎
日
出
雄
さ
ん

（

）

バドミントンの指導をする津谷さん

宇
多
津
幼
稚
園




